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遺伝子解析などによりチンパンジーとヒトの血
清タンパクであるinter･α･trypsininhibitor(ITI)お
よびα2HS･glycoprotein(AHSG)について比較検
討した｡なおヒトITIは3つのサブユニットから
なり､H鎖にはヘパリンやヒアルロン酸のレセプ
ターがあり､これ.らの代謝などの機能を担ってい
る｡ヒトではHl鎖に多型か存在する｡またAHSG
は骨のマトリックスに特に多い糖蛋白質であるこ
ITIHlについては霊長研で飼育されている5個
体の血清を等電点電気泳動(IEF)で分析したとこ
ろ､すべて同一のバンドパターンを示し､個体差
は観察されなかったが､ヒトとはpIか異なってい
た｡次いで､exonlから22までの22組のプライ
マーで各エクソンを増幅し､SSCP法でヒトDNA
と比較したところ､exon3.8,10,ll,14,21,22の7
カ所で違いが認められた｡この部位をダイレクト
シークエンスで分析したところ､exon3,14,21,22
でアミノ酸置換が検出された｡なおヒトの多型部
位であるコドン551と-561では､チンパンジーは
前者がヒトの1型に相当し､後者がヒトの2型に
相当するアミノ酸置換の存在が明らかになった｡
ただし､チンパンジーのヘパリンやヒアルロン酸
レセプター部位はよく保存されていた｡なおチン
パンジーのexonlは増幅されなかったので､プラ
イマー部位に塩基置換か存在するものと考えられ
た｡AHSG型についてはチンパンジーの血椿を
IEFで検査したところ､ヒトとは移動度の異なる
パターンを示したが個体差は認められなかった｡
